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線

道す場

部供車

設に停

整。
路る

火

課
備

曜

び
及

日

東東

第 河河

律
法

北

郡郡
町町第

追追） 鹿鹿号

上美

１

別西第

然蔓条

西
線項
の 線

郡

勝勝東東

区十十河河

幌幌幌

浦浦士士

郡郡郡
士

字字字字

町町町町

幌

西西

栄栄幌幌

幾幾士
２２

示を道域

１１線線 番番

当び

し第担及

定告

た

す縦 手

名
の

織所

組場

続号る覧

所
び

及
称

道市
ビ中

条
オ３

ス北
ネ区円 ジ央

１
シ目

ー丁
メ７

ト西
ー

海

土北

路
釧

道
海

ン番
ョ

備堀

に
所事

業知

現道

木

番規

い
置
え

定 番
地に

道

かで、

先まり

地先よ
次

後前後を
域

区
の

路

ら

の

地地

地地

かま２１

先先番番

後
間らで

かま
先先

らで

地
在

前別
更の前後前

変

告也

、
て達

社
会

式
株地

別 糠２

区白線音番

示
郡地

地音

別ま ８字 音先 番町

お
と

町で

り
変

らでらで３

まかまかま

の
路
道

で

区
域

敷
地
の

でら

かまかまかまか 幅
延

員らでらでら

の間平

道しそ週

更２

長

法。関、成

路た
係一

縦月

和面の９

昭図般年

は

海
北

告
道

名所

示 在

第 称地

基 別ら野

音か
原 字先

別

野糠線

原白

間基郡

道
国

前別
更の前後

変後

間
区

複
重

の
と

等

年、覧

第道す

律海供

法北に日

建る
設。

路 第

道 ）部 号

整
及 １

課 第

備 条
号

設幌
建札
道道
海海
北北

理北
管区

設央
建中
部市

敷

術西
技条
室３

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

六
五

広

覧帯
道
海

縦北同同

長

の

び 項

所所
業

現

場木
土

り

場 よ

覧 に

縦 定

の 規

次

知 路

備道 道

に海 、

所北

を

て堀 域

い 区

置事 の

え

道
国重

課目
理丁
管６

、
示 の

告 次

の間
と区
等複

変ら
か也 り

日 お

の達 と



道路

道しそ日

更の１２

同関ら成路

路、のか平

の線

法
条係２
間９類名

昭第図週年種

項は、月

和２面

年の、一

規北般日道緑

北 海

道
海

北

ホ

告 ロ

示 カ

第 ヤ
ン
ト

号

線
ー

道 公 報

の別 路路
道道路本

１２

蘂 名

辺 類線線 種路留

の
道区名線

、

第

平道路道

そ日
の１２３

の線の

関ら成路路

のか
係２
間９類名域

図週年種区

は、月

面
、一
北般日道摩

号

定 北

道し 海

、 道

同
路
告法

平条 示
成第 第昭
十２ 和
三項
年の 号年

九

縦中

律定海の道蔭

法 規

よ建覧湧

第に道
り設に別

路道す車 ）道部供停 号
の路る場 第
供整。線

項
開及 １

を課 第
用備 条

郡
尾尾

広広

す北 の
始び

生
字字

町町
樹樹

大大
郡

花花
生

寄

び区足足

及
道域

番番

寄寄

場足足

覧郡郡

縦寄
町

本本
登登

芽芽
町町

所

町

建覧斜

道縦湖

海の道周

路る
道す

部供線

設に里

法

北
び

及
課

備
整。

月律定

十第に

八よ

日り
の 第

路 ）道 号
供
条 火

１
を 第
用

曜

の
始 項

開

日

よ

網 に
。道 定

る海 規

す

現道 道

木海 、

土北 り

走

堀 域

に 区

所事 の

業知 路

地
１１

い の

置 次

え を

備

前前後

らで
かま

先先
地

らで
かま

先先
地地

番番

敷
前別
更の前後

変後
間

現道

木海

土北

走
網

道
海

い
置
え
備堀

に
所事

業知 路
道

、
り

よ
に
。 定

る 規

お

て達 と

の
次

を
域

区
の

紋２字

３
変示
告也 り

、
別 路地旭

道区

郡 の先
紋地

湧 域ら１

上 区か番

らでらで

かまかまかま

らで

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

更２

示
告也

、
て達

長

北

道しそ週 海

、の間平 道

同関、成

路 斜

告法 里

条係一 示 郡

第図般年 第

２面の９

昭 清

和 里

項は縦月

清
郡
里

区斜
決

り
お

と

町

で 字郡ま

町別先

別 町
里

湧 旭
上
別

別
更の前後

変後
間番町

区
複

重
の
と
等
道
国

同

前

海

縦北

間

の、覧 号年 水
町定海供

法 元規北に日

に道す

律
第

番よ建る

９り設。
路 第

先路道 ） 地道部 号

まの

で供整
開及 １

を課 第
用備 条

番
７
町
元
水

敷
間ら
か

先
地

敷
地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

業
現

場木
土
広

覧帯
道

長

び 項

堀
事

知
道

海所所

北

始
す次 の
るの 規

り

場 よ

で覧 に

ま。縦 定

備 道

に 、

所
え 路

置 の

い 区

、 を

て 域

地
の

延
員ら
か 幅

六
六

の間
と区
等複

道
国重

長

日 お

の と

示 の

告 次

也
達 区 等
複 道

国重

変ら
か り の間
と



４
面立

埋

平 て

成 に

十 ののののの関

三 地地地地地す

年 点点点点点積る

九 工

北 海

３
立

位区

埋
域置域点点

地地

区のの

道 公 報

の１２

成認名住代

立平承承

埋

を表 認 て
を

月 認９けの

承年年受者

日国称所名

し月た氏

た
。日の

第

北

公

１２３

海

有 道

水

道路区

告

面

路

示

埋

の線

第

立

種
類名間

法
号

道江檜檜大

号

り 北

電、 海

線次平 道

共の成 告

同と 示

溝お年 第

のり９

整電月

備線 号

等共日

月 事

十 の

八 施 ののののの

日 行 地地地地地

区

かかかか域

点点点点点

方方方方

ららららら

か
方

火

角角角角角

向向向向向

曜

度度度度度日

方

の地等＝向の

奥次の三

地

尻

点三－ 郡

点 奥のと角

か 尻地を点

ら 町点結神

の方 字かん威

地向 湯らだ脇
線、点角 浜
のに北
－度 番地よ緯＝

６点っ

成林京林

平庁農東農

官
水都水

田臣

９省代大

年産千産
区

月

正

の勤
１

関
が部

日霞武

道差山山

木郡郡
町律

内差差法

古江江年

字字第

線町
姥津

第

町町）

神花号

番番

条 地

整
すを

関溝
に同

先地第

道
置き

措べ
別す

特備
る

路
法

７定
成指

平を

分分分分分

ののののの

秒秒秒秒秒

向向向向向

方方方方方

地地 地地地 のの ののの

点点 点点点

分 地まて度

先で囲

秒 のをま分

の 公順れ

）方 有次た秒
か向 水に区

面結域、ら ん東方 だ経向
角 線

の 及

地 び度
度点

事
知
道
海

北

１
の

２

の分

規

での

らま項

か先１

堀

事、

知り

道よ

海に

北定

法た
年し

り
お
と

堀の
次

第
律。

２

の
項
１
第
条
３
第
）
号

る発及発

開開れ開所開
氏可

許区地許び許

発発

年又のを名年

可域域可

分 地
点秒
秒 と

の

事１
、

成開れ開所

市、平

都は

発る発及

計完
画了

域可氏

法し年区地許び

た９域

也
達

。月又のを名

北 ５

海
道 埋

告 立 面

示 地第 ◯◯◯◯ トチリヌの のののの

用

面

也水
有

達公
地地地地

◯◯◯◯◯◯ イロハニホヘ

地地地地

のののののの

よ
に
定
規

地地

称け日

月は名受月

位区

びに者び

及区た及

日工

鷹平

号ま住号

番含の番
町元

成川川栖成

平上上
地２

年鷹鷹土年

６郡郡

は名受

昭

１栖栖

和

日工称け
住

律含の

法に者

年区た

第ま

市 第

歳歳歳 ）

千千千 号

市市

美東土

々雲地 条
号

漁

点点点点積途

◯◯◯◯ ヘトチリ

港 のののの

施 地地地地

設 点点点点

用

方

らららら地

かかかか

角角角

向向向向

方方方
５

角

◯◯◯◯

点点点点点点

方◯ 三イロハニホ

地地

等＝向ののののの

地地地 三－

点点点点点 角

かかかかか 点

ららららら 神

の方方方方方 威

地向向向向向 脇
、点角角角角角

北

次の

置域

奥
郡６◯点

尻番の地

イ
地を

奥、のと

尻

らだ

字７かん

町番点結

浜び◯線

湯及
ヌ
のに

南発３

月町町開月

１公日 日

３都

番条社

都
第う目事第

整の丁理整

－番－

５ち５長１

六 ほ１佐２

七

第

雄

筆節

４

号か号藤号

町開
２発 １

規

目社 の７丁公 項番
９ 北地事 にか番理 定ほ

鈴 次

道 る筆 海長 よ

堀 発－ 開１ 事木 の第 知

度

修 行３

度度度
分 分分分
秒

方方方 のののの 秒秒秒

向向向向 方
地地地地 のののの

－度度度度度 緯＝

分分分分分 度

秒秒秒秒秒 分

ののののの

）方方方方方 秒
か向向向向向

、ら
東方
経向
角のの ののの 地地 地地地

て

２３点っ

番番地よ
度

で囲

、ま
区

及次た

６順れ

番をま
結域

びに

、び

先及

地線

７だ

番ん

） に区 為工

）
区

工
２

第 点点点点

工

也 る
す

達 関

点点 度点点点

分
分
秒
秒
の

並◯

、

イ
点

に地

びの

５◯

番と
ヌ

、



い
お
て平

別縦成

紙覧
、す月

は供９

」に年

省る
略。日

北 海

整い河備

川お整
川 備て平基
方
法 基別縦成本

本紙覧
は供９を
昭 方」に年針

を、す月定
和 針

め 年 定省る

め略。日た

道 公 報

河基い河

備お

川川 本て平

法法 方別縦成

針紙覧

定は供９

昭昭 を」に年

め、す月

和和

年年 た省る

の略。日

第

平道

北し海市函初

定北

海た

会）館

道。成社区山

表

村

規９献村

彰年貢町別

則月賞名市

平日

号

平
成
十
三
年
九

、
し）

支

建
道

海
北

庁

課
川

河
部

設

告

、で
律 たし）の

法

び
及

で北、
第 の
、海別

と 第

紙建の ） 別道紙 号

の設
と部お

表 １

り川公 第

お河り 条

すびる の

表及す 項

公課

第 、、

律律 でし）

法法

別北

第
紙海

第第

と建 ）） の道 号号

お設
り部

１１

表川 第第

公河 条条

。び のの

る及 項項

す課

名

成氏木立

体

海団巻京

北は

年又戸
功貯同

第
則

規名子子

道
にの

）蓄 績 号

月
十公
八
日

火

曜

日

土
広

帯

示

事

並知

所道

業海

現北

木

留。 規

役
町
樹
大堀

に
び

北り

木よ

土に

。萌定

る
並知級

所道二

業海、

現
前舟

苫堀歴

に川

び事河

樽 定定

小 規規

役に

町川

現北 りり

木 よよ

土 にに

級級

所道 二二

業海 、、
古

に 川川

び事 河河

並知

川

村 に別

牧 川丹

島堀 泊

知
く容労

づ内 基功

役 係

受事

の知

彰道

表海

事北

の
次
を
者堀

賞

表

検検検又

え
備也

に
場達

申名 定定定は

の概要検

有 造式請称 定の 型製型

川

備也河

にる

場達係

年

事

検又代製う型式
１

え
申名又業遊遊 表 定は造

達 るに

請称は所技技 者

え河

備也 川る

に 河係

場

条務た

整

北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公正

の機同 安化

認の規年 委

定型則９

等

員

及式第月

に

会

開

１２３

決
り也

お
と達

発る発及発

平開れ開所

区地許び許

成

のを名年

年域域可氏可

事
月は名受月

９又

北

都は 海

、 道

完
市
十

了
計
勝

し
画
支

た
法
庁

。 告

験のび 番効 式業試者及

号間名所

番氏住 期 者月
平第公愛株

名名号日

株

示知式 成 式

の県会 オ会

日名社 年 ー社

古サ クサ９

成市セ

スン月号平屋ン

セ

中イ イ日

者及検の機機

ア年区ア

種区 氏 のび査所のの

の
所名行地類分

氏住を在
知ち技

愛株代愛ぱ遊

名

の

県会取県ん機

知式表
サ役沢遊認

名社締稲こ

杉大機及

屋ン市技定

古

紀町型

中イ島矢び

市セ

関

区ア

びに９ 告す

型関条日 示

式す第
る

第

のる１
法

道律

検技項 号

定術の 公

にの定
和 等上規

昭

安

法 す格よ
年 関規に

委

第 規適公
律 るにり

員則合示

工称け日

含の番

に者び

日区た及

西限成

河河有平

ま住号

西
郡郡会

勝月

室室十３

芽芽社年

昭

町町

示和
第

年
号

第
律

法
第

）
号

ア

ル月のル

ー９丸ー

条

内 ア

目デ

ド）丁ド

ン日二ン
ィ

デか

ィら
３番
年

の 海丸ー志高式 北

間号

公内ア五検 道のル男松

委丁ド二等 安二ン十定

ィ地関 員目デ番に
る 委番一す 会

６ 潮第
則 長号規 員

しす 会

和い。 ）

昭てる 号

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の

則等い

規業

新新太
４ァ十

南南フ

生生陽日

１ム指

海線線ー建

北４
十番番第

道１
勝１地代

支の８表－

庁う取

番小

尾１
、役

長ち締号

る
よ

に
定

規
の

項
１

第

六次

八

イ
号
１

第 田条 行
発

開
の

を

号制）

４規。

第のう ８川

６業っ

第び行

）及

為

冶９
番信

篤１敬

、
山

工
る

す
関

に



型式の概要検検

４

平
成 遊遊型製型定

十

造 技技式定

三 機機試年

年

月 のの験番 式業

九

北 海

造事

検検検検又代製う

の申名又業 定表 定定は

検の 年有請称は所 者 定
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